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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　折れ線を介してそれぞれ長方形状の、外箱側板、外箱上板、外箱側板、外箱下板、外箱
糊代板、外箱係止片を、順に連設して、両縁部となる前記外箱側板と前記外箱糊代板を貼
り合わせて、前記外箱係止片を、前記外箱上板の裏面側に位置するように形成した筒状の
外箱に、前側板、後側板、一対の左右側板を、長方形状の底板から立ち上がるように折れ
線を介して連設し、前記後側板の前記底板と対向する側の辺に折れ線を介して折り返し板
を連設し、該折れ線から前記折り返し板に切り込みを入れて前記折れ線の一部を一辺とし
た略四辺形の前記中舟係止片を形成し、前記折り返し板を前記後側板の裏側に折り返して
固定すると同時に、前記中舟係止片を、前記後側板から直角に起こした状態に保持したト
レー状の中舟を挿入してなるスライド式カートンであって、前記外箱係止片と前記中舟係
止片が互いに係止してなることを特徴とするスライド式カートン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、筒状の外箱とトレー状の中舟からなり、外箱の中に挿入された中舟が必要以
上に飛び出さないように、外箱と中舟との間に係止構造が設けられているスライド式カー
トンに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来から、菓子、食品、たばこ等を収納する、前後面を開放した四角筒状の外箱に、上
面を開放したトレー状の中舟を、挿入した形状のスライド式カートンが、カートン形態の
一つとして広く使用されている。
【０００３】
　また、このスライド式カートンの形状では、外箱から中舟をスライドさせて中舟の中に
収納した内容物を取り出す時に、中舟が必要以上に外箱から飛び出し、さらには、外箱か
ら抜け出てしまうという問題がある。従って、中舟が必要以上に外箱から飛び出さないよ
うに、外箱と中舟との間に係止構造が設けられている形状が多く提案されている（例えば
、特許文献１参照。）。
【特許文献１】実開昭５６－６８６１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、係止機能および製造方法の点で必ずしも充分満足するものではなく、筒
状の外箱からトレー状の中舟が離脱しない、外箱と中舟との間の係止構造が簡単であって
、作製費用が廉価あり、充填包装ラインにも適応できるスライド式カートンが要請されて
いるものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、折れ線を介してそれぞれ長方形状の、外箱側板、外箱上板、外箱側板、外箱
下板、外箱糊代板、外箱係止片を、順に連設して、両縁部となる前記外箱側板と前記外箱
糊代板を貼り合わせて、前記外箱係止片を、前記外箱上板の裏面側に位置するように形成
した筒状の外箱に、前側板、後側板、一対の左右側板を、長方形状の底板から立ち上がる
ように折れ線を介して連設し、前記後側板の前記底板と対向する側の辺に折れ線を介して
折り返し板を連設し、該折れ線から前記折り返し板に切り込みを入れて前記折れ線の一部
を一辺とした略四辺形の前記中舟係止片を形成し、前記折り返し板を前記後側板の裏側に
折り返して固定すると同時に、前記中舟係止片を、前記後側板から直角に起こした状態に
保持したトレー状の中舟を挿入してなるスライド式カートンであって、前記外箱係止片と
前記中舟係止片が互いに係止してなることを特徴とするスライド式カートンである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明のスライド式カートンにおいては、外箱の外箱糊代板に外箱係止片を連設あるい
は延設し、この外箱係止片と対応する位置の中舟の側板の上辺に中舟係止片を設けたこと
によって、挿入した中舟を引き出した時に、外箱の外箱係止片と中舟の中舟係止片とが係
止し、所定の位置以上は筒状の外箱からトレー状の中舟が離脱することがなく、外箱と中
舟との間の係止構造が簡単なスライド式カートンを得ることができるものである。
【０００８】
　また、本発明のスライド式カートンにおいては、通常の打抜型を用いた打抜工程で、ス
ライド式カートンの外箱と中舟とのブランクを作製することができ、それぞれ通常の製函
工程で、量産が可能であり、作製費用が廉価なスライド式カートンを得ることができるも
のである。
【０００９】
　さらに、外箱と中舟との間の係止構造が簡単であることからカートンの組み立てが容易
であり、高速包装充填ラインに適応できるという効果を有するものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面によって本発明によるスライド式カートンをさらに詳細に説明する。
【００１１】
　図１は、本発明によるスライド式カートンの一基本形態を示す斜視図であり、機能を説
明する図である。長方形状の、外箱側板２１、外箱上板２２、外箱側板２３、外箱下板２



(3) JP 4662427 B2 2011.3.30

10

20

30

40

50

４、外箱糊代板２５、外箱係止片２６を、順に連設して、外箱側板２１と外箱糊代板２５
を貼り合わせて、外箱係止片２５を外箱上板２２の裏面に位置するように形成した筒状の
外箱２に、前側板１２、後側板１３、左右側板１４、１４からなる側板を、底板１１から
立ち上がるように連設し、後側板１３に中舟係止片１８を設け、開口側に折り曲げて形成
したトレー状の中舟１を挿入してなるスライド式カートンＡの組み立てた状態を示してい
る。図１－ａは、中舟１の収納位置を示し、図１－ｂは、中舟１を前方に押し出して、所
定の位置までスライドさせた位置を示しており、この位置で適量の内容物を取り出した後
、再度、図１－ａに示す収納位置にまで中舟１を押し戻すことができる。
【００１２】
　スライド式カートンＡの特徴的なポイントは、中舟１に設けた中舟係止片１８が、外箱
係止片２６で係止されることにより、外箱２から中舟１が抜け落ちたり、必要以上にスラ
イドしてしまうことがないことである。すなわち、外箱２から中舟１を引き出した場合、
所定の距離を引き出した時に、図１－ｂに示すように、中舟１の後側板１３に設けた中舟
係止片１８の前端が、外箱２の外箱糊代板２５に連設し、外箱上板２２の裏面側に位置す
る外箱係止片２６で係止されることによって、中舟１のさらなる前方向へのスライドが防
止されていることである。従って、この距離を越えて中舟１がスライドすることがなく、
中舟１が外箱２から抜け落ちることを防ぐことができる。
【００１３】
　図２は、スライド式カートンＡの中舟１と外箱２のブランクの展開図である。中舟１の
ブランク１０は、図２－ａに示すように、矩形状の底板１１の上辺に折れ線ａを介して前
側板１２を連設し、下辺に折れ線ｂを介して後側板１３を連設し、左右の辺に折れ線ｃ、
ｃを介して左右側板１４、１４を連設している。また、前側板１２の上辺には折れ線ｆを
介して差し込み片１７を連設し、後側板１３の下辺には折れ線ｇを介して中舟係止片１８
を設け、左右側板１４、１４の上側辺には折れ線ｄ、ｄを介して前折り込み片１５、１５
をそれぞれ連設し、下側辺には折れ線ｅ、ｅを介して後折り込み片１６、１６をそれぞれ
連設している。この中舟係止片１８は、幅が広い方が、中舟１の形状が変形しにくくなり
、外箱２の中で確実に係止される。
【００１４】
　外箱のブランク２０は、図２－ｂに示すように、全体が略矩形状であり、外箱側板２１
、外箱上板２２、外箱側板２３、外箱下板２４、外箱糊代板２５を順次折れ線ｈ、ｉ、ｊ
、ｋを介して連設している。そして、外箱糊代板２５の一部には折れ線ｌを介して外箱係
止片２６を連設している。この外箱係止片２６は、外箱に組み立てられた状態では、外箱
上板２２の裏面側に位置するようにし、外箱上板２２の裏面に貼り合わせて固定してもよ
い。また、外箱係止片２６の形状、位置、大きさは、中舟係止片１８を係止することがで
きるように適宜設定する。
【００１５】
　図３は、スライド式カートンＡの中舟１（基本となる参考例）と外箱２の斜視図である
。中舟１は、図３－ａに示すように、完成時の実際の形状は四角トレー状である。本発明
によるスライド式カートンＡの中舟１を成形するには、まず、底板１１を中心にして、左
右側板１４、１４を折れ線ｃ、ｃで上方に直角に折り曲げ、前側辺に連設している前折り
込み片１５、１５を折れ線ｄ、ｄで内側に直角に折り曲げ、後側辺に連設している後折り
込み片１６、１６を折れ線ｅ、ｅで内側に直角に折り曲げる。ついで、前側板１２を折れ
線ａで、後側板１３を折れ線ｂでそれぞれ上方に直角に折り曲げる。内容物を収納した後
に、前側板１２に連設している差し込み片１７を折れ線ｆで内側に直角に折り曲げ、後側
板１３に設けている中舟係止片１８を折れ線ｇで内側に直角に折り曲げることにより組み
立てることができる。この中舟係止片１８の先端部が係止構造の重要な構成要素となる。
【００１６】
　外箱２は、図３－ｂに示すように、角柱状であって、その成形は、外箱２のブランク２
０を折れ線ｉ、ｋで三つ折りし、外箱糊代板２５と外箱側板２１を接着させて得られるフ
ラットに折り畳まれた外箱２を角柱状に起こせばよい。この外箱糊代板２５には外箱係止
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片２６が連設されており、起こした状態で外箱上板２２の裏面側に位置し、中舟１の中舟
係止片１８を係止し、係止構造の重要な構成要素となっている。この外箱上板２２の裏面
側に折り返された外箱係止片２６は、外箱上板２２の裏面に貼り合わせてもよい。また、
その位置は特に限定されるものではないが、本例では外箱上板２２の前縁部に設けている
。このような位置に設けることによって、製造工程において外箱２の上方から中舟１を挿
入しやすい形状としている。なお、この係止構造は、外箱上板２２の裏面側にあって、通
常の板紙をブランク基材として使用する場合には表面からは目視できない。
【００１７】
　図４－ａは、スライド式カートンＡの中舟１の参考例であり、中舟係止片１８の側辺に
さらに中舟係止側片１８ａを設けた形状の中舟１ａとすることができる。この中舟係止側
片１８ａを設けることにより、後側板１３のずれが少なくなり、中舟１ａが変形すること
なく、中舟１を外箱２に確実に係止することができる。
【００１８】
　また、図４－ｂは、スライド式カートンＡの中舟１の別の参考例であり、中舟係止片１
８と折り込み片１９、１９とをロックする形状の中舟１ｂとすることができる。このよう
に、後側板１３と中舟係止片１８との折れ線ｇの両端部に切り込みｍ、ｍを入れる等の方
法で中舟係止片１８と折り込み片１９、１９とをロックすることにより、後側板１３のず
れがなくなり、中舟１ｂが変形することなく、中舟１ｂを外箱２に確実に係止することが
できる。
【００１９】
　また、図４－ｃは、スライド式カートンＡの中舟１の別の参考例であり、後側板１３と
折り込み片１９、１９とを貼り合せた形状の中舟１ｃとすることができる。このように、
後側板１３と折り込み片１９、１９とを貼り合せることにより、中舟１が変形することな
く、中舟１を外箱２に確実に係止することができる。
【００２０】
　図４－ｄは、本発明によるスライド式カートンの中舟１の実施の形態であり、中舟係止
片１８の側辺にさらに中舟係止側片１８ａを設けた形状の中舟１ａとすることができる。
この中舟係止側片１８ａを設けることにより、後側板１３のずれが少なくなり、中舟１ａ
が変形することなく、中舟１を外箱２に確実に係止することができる。
【００２１】
　また、図４－ｅは、スライド式カートンＡの中舟１の別の参考例であり、中舟係止片１
８を左右側板１４、１４の上辺の一部に設けた形状の中舟１ｅとすることもできる。
【００２２】
　また、スライド式カートンＡの外箱２の形状としても、上記の形態に限定されることな
く、本発明の要旨を逸脱しない範囲内で種々の変形が可能である。
【００２３】
　また、本発明によるスライド式カートンＡの外箱２の形状としても、上記の形態に限定
されることなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内で種々の変形が可能である。
【００２４】
　例えば、外箱２を開放された両端の後方を封止した有底の筒状としてもよい。（図は省
略する）
【００２５】
　また、本発明によるスライド式カートンＡの中舟１と外箱２の組み合わせの形状におい
ても、上記の形態に限定されることなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内で種々の変形
が可能である。
【００２６】
　図５は、スライド式カートンの別の基本形態を示す斜視図であり、機能を説明する図で
ある。長方形状の、外箱上板２２、外箱側板２３、外箱下板２４、外箱側板２１、外箱係
止片２６を延設した外箱糊代板２５を、順に連設して、外箱上板２２と外箱糊代板２５を
貼り合わせて、外箱係止片２６を外箱上板２２の裏面に位置するように形成した筒状の外
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箱２に、前側板１２、後側板１３、左右側板１４、１４からなる側板を、底板１１から立
ち上がるように連設し、後側板１３に中舟係止片１８を設け、内側に折り曲げて形成した
トレー状の中舟１を挿入してなるスライド式カートンＢの組み立てた状態を示している。
図５－ａは、中舟１の収納位置を示し、この外箱係止片２６は、外箱糊代板２５と共に外
箱上板２２の裏面に貼り合せてもよい。図５－ｂは、中舟１を前方に押し出して、所定の
位置までスライドさせた位置を示しており、この位置で適量の内容物を取り出した後、再
度、図５－ａに示す収納位置にまで中舟１を押し戻すことができる。
【００２７】
　スライド式カートンＢの特徴的なポイントは、スライド式カートンＡと同様に、中舟１
に設けた中舟係止片１８が、外箱係止片２６で係止されることにより、外箱２から中舟１
が抜け落ちたり、必要以上にスライドしてしまうことがないことである。すなわち、外箱
２から中舟１を引き出した場合、所定の距離を引き出した時に、図５－ｂに示すように、
中舟１の後側板１３に連設し、表面側に折り返した中舟係止片１８の前端が、外箱２の外
箱糊代板２５に延設して設けられ、外箱上板２２の裏面側に位置する外箱係止片２６で係
止されることによって、中舟１のさらなる前方向へのスライドが防止されていることであ
る。従って、この距離を越えて中舟１がスライドすることがなく、中舟１が外箱２から抜
け落ちることを防ぐことができる。
【００２８】
　参考例のスライド式カートンＢの特徴的なポイントは、スライド式カートンＡと同様に
、中舟１に設けた中舟係止片１８が、外箱係止片２６で係止されることにより、外箱２か
ら中舟１が抜け落ちたり、必要以上にスライドしてしまうことがないことである。すなわ
ち、外箱２から中舟１を引き出した場合、所定の距離を引き出した時に、図５－ｂに示す
ように、中舟１の後側板１３に連設し、表面側に折り返した中舟係止片１８の前端が、外
箱２の外箱糊代板２５に延設して設けられ、外箱上板２２の裏面側に位置する外箱係止片
２６で係止されることによって、中舟１のさらなる前方向へのスライドが防止されている
ことである。従って、この距離を越えて中舟１がスライドすることがなく、中舟１が外箱
２から抜け落ちることを防ぐことができる。
【００２９】
　本発明のスライド式カートンのブランク基材には、広範囲の板紙の使用が可能であるが
、剛度が有り、耐折強度の強い、カード系、特板系が好適に使用できる。また長期にわた
り使用する場合には折れ線や切れ目線等からの破壊等を起きにくくするために、ポリ塩化
ビニル、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエチレンテレフタレート、ポリカーボネー
ト、ポリスチレン等のフィルムを板紙にラミネートするとよい。また、このラミネートに
よって防湿性の向上を図ることもできる。さらに、板紙に代わって、プラスチックシート
をブランク基材に使用してもよい。例えば、タルク等のフィラーを混入して不透明にした
ポリプロピレンシート、アモルファスポリエチレンテレフタレート等のシートをそのまま
ブランク基材として使用することができる。また、内容物によっては透明プラスチックシ
ートを使用して、中身を見せるようなスケルトン型にしてもよい。
【００３０】
　つぎに、本発明のスライド式カートンについて実施例をあげて、さらに具体的に説明す
る。なお、本発明はこれによって限定されるものではない。
【実施例】
【００３１】
＜参考例１＞
　図６は、スライド式カートンの一参考例を示す斜視図であり、図６－ａは、長方形状の
、外箱側板２１、外箱上板２２、外箱側板２３、外箱下板２４、外箱糊代板２５、外箱係
止片２６を、順に連設して、外箱側板２１と外箱糊代板２５を貼り合わせて、外箱係止片
２５を外箱上板２２の裏面に位置するように形成した筒状の外箱２に、前側板１２、後側
板１３、左右側板１４、１４からなる側板を、底板１１から立ち上がるように連設し、後
側板１３に中舟係止片１８を設け、開口側に折り曲げて形成したトレー状の中舟１を挿入
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してなる本発明によるスライド式カートンＣの組み立てた状態を示し、また中舟１の収納
位置を示している。このスライド式カートンＣでは、中舟１を、前側板１２に連設して設
けた差し込み片１７の側辺または側縁部に振り出し口Ｐを設けた形状としている。図６－
ｂは、中舟１を前方に押し出して、所定の位置までスライドさせた位置を示している。こ
の位置で表出した振り出し口Ｐから適量の内容物を取り出した後、再度、図６－ａに示す
収納位置にまで中舟１を押し戻すことができる。
【００３２】
＜参考例２＞
　図７は、スライド式カートンの別の参考例を示す斜視図であり、図７－ａは、長方形状
の、外箱側板２１、外箱上板２２、外箱側板２３、外箱下板２４、外箱糊代板２５、外箱
係止片２６、２７を、順に連設して、外箱側板２１と外箱糊代板２５を貼り合わせて、外
箱係止片２５を外箱上板２２の裏面に位置するように形成した筒状の外箱２に、前側板１
２、後側板１３、左右側板１４、１４からなる側板を、底板１１から立ち上がるように連
設し、側板１４に中舟係止片１８を設け、開口側に折り曲げて形成したトレー状の中舟１
を挿入してなる本発明によるスライド式カートンＤの組み立てた状態を示し、また中舟１
の収納位置を示している。このスライド式カートンＤでは、外箱２において、外箱係止片
２６、２７を外箱糊代板２５の２箇所に所定の間隔をあけて設け、一方、中舟１において
、中舟係止片１８を２箇所に設けた外箱係止片２６、２７の間を動く範囲となるように設
けている。図７－ｂは、中舟１を前方に押し出して、所定の位置までスライドさせた位置
を示している。この位置で適量の内容物を取り出した後、再度、図７－ａに示す収納位置
にまで中舟１を押し戻すことができるが、中舟１の動く幅が規制され、上方から抜け出す
ことを防ぐと共に、下方から抜け出すことも防ぐことができる。
【００３３】
＜参考例３＞
　図８は、スライド式カートンのさらに別の参考例を示す斜視図であり、図８－ａは、実
施例１のスライド式カートンＡと同様に、外箱係止片２５を外箱上板２２の裏面に位置す
るように形成した筒状の外箱２に、後側板１３に中舟係止片１８を設け、開口側に折り曲
げて形成したトレー状の中舟１を挿入してなる本発明によるスライド式カートンＥの組み
立てた状態を示し、また中舟１の収納位置を示している。このスライド式カートンＥでは
、外箱２が中舟１より短かくなっており、中舟１の上部はカバーされている。図８－ｂは
、中舟１を前方に押し出して、所定の位置までスライドさせた位置を示している。この位
置で適量の内容物を取り出した後、再度、図８－ａに示す収納位置にまで中舟１を押し戻
すことができる。
【００３４】
＜実施例３＞
　図８は、スライド式カートンのさらに別の参考例を示す斜視図であり、図８－ａは、実
施例１のスライド式カートンＡと同様に、外箱係止片２５を外箱上板２２の裏面に位置す
るように形成した筒状の外箱２に、後側板１３に中舟係止片１８を設け、開口側に折り曲
げて形成したトレー状の中舟１を挿入してなる本発明によるスライド式カートンＥの組み
立てた状態を示し、また中舟１の収納位置を示している。このスライド式カートンＥでは
、外箱２が中舟１より短かくなっており、中舟１の上部はカバーされている。図８－ｂは
、中舟１を前方に押し出して、所定の位置までスライドさせた位置を示している。この位
置で適量の内容物を取り出した後、再度、図８－ａに示す収納位置にまで中舟１を押し戻
すことができる。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
【図１】本発明によるスライド式カートンの一基本形態を示す斜視図および機能説明図で
ある。
【図２】スライド式カートンＡの中舟（基本となる参考例）と外箱のブランクを示す展開
図である。
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【図３】スライド式カートンＡの中舟（基本となる参考例）と外箱を示す斜視図である。
【図４】（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｅ）本発明によるスライド式カートンの中舟の参考形態を
示す斜視図である。　　　　（ｄ）本発明によるスライド式カートンの中舟の実施の形態
を示す斜視図である。
【図５】スライド式カートンの参考例を示す斜視図および機能説明図である。
【図６】ライド式カートンの別の参考例を示す斜視図および機能説明図である。
【図７】スライド式カートンの別の参考例を示す斜視図および機能説明図である。
【図８】スライド式カートンのさらに別の参考例を示す斜視図および機能説明図である。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
  Ａ    本発明によるスライド式カートンの一基本形態を本発明によるスライド式カート
ン
  Ｂ    スライド式カートンの参考例
  Ｃ    スライド式カートンの別の参考例
  Ｄ    スライド式カートンの別の参考例
  Ｅ    スライド式カートンのさらに別の参考例
  １    中舟
１０    ブランク（中舟）
１１    底板
１２    前側板
１３    後側板
１４    左右側板
１５    差し込み片
１６    前折り込み片
１７    後折り込み片
１８    中舟係止片
１８ａ  中舟係止側片
１８ｂ  折り返し板
  ２    外箱
２０    ブランク（外箱）
２１    外箱側板
２２    外箱上板
２３    外箱側板
２４    外箱下板
２５    外箱糊代板
２６    外箱係止片
２７    外箱係止片
ａ～ｌ  折れ線
  ｍ    切り込み
  Ｐ    振り出し口
                                                                      
【符号の説明】
【００３７】
  Ａ    本発明によるスライド式カートン
  Ｂ    スライド式カートンの参考例
  Ｃ    スライド式カートンの別の参考例
  Ｄ    スライド式カートンの別の参考例
  Ｅ    スライド式カートンのさらに別の参考例
  １    中舟
１０    ブランク（中舟）
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１１    底板
１２    前側板
１３    後側板
１４    左右側板
１５    差し込み片
１６    前折り込み片
１７    後折り込み片
１８    中舟係止片
１８ａ  中舟係止側片
１８ｂ  折り返し板
  ２    外箱
２０    ブランク（外箱）
２１    外箱側板
２２    外箱上板
２３    外箱側板
２４    外箱下板
２５    外箱糊代板
２６    外箱係止片
２７    外箱係止片
ａ～ｌ  折れ線
  ｍ    切り込み
  Ｐ    振り出し口
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